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新たな絆をつくっていく地域社会の再生に向けて 

社会の仕組み自体が大きく変わっていくべき今

日、地域社会における全ての人のかかわりー市長

はじめ行政組織、議会、事業者、市民社会―がそ

れぞれの営みや関係性の中で、各々が自立し、侵

食しあうのではなく切磋琢磨、補完協力し、互いに

全体のために助け合うという融和した地域社会に向

けて、私自身も改めて努力していきたいとの思いを

述べさせていただき、７月１日から２期目に入った

長沼明市長に一般質問を行いました。 

 

私は、新たな絆をつくっていかれるしくみづくりを

志木市の中でしていきたいと感じています。 

先ず、社会全体で「人を育てる」ということを改め

て再認識し、行っていきたいと考えます。 

特に、２０代、３０代が希望を持てる社会にしてい

くことが大事です。終身雇用制が崩れて、人をこま

として、パーツとして使い捨てていくことにより、意欲、

気力、生活力は低下し、人の再生産につながらな

い。 

成果主義は良い面もあるが、行き過ぎると、人の

ことにかまっていられない、自分が生き残るために

人の面倒を見ていられないといった状態に陥り、

個々人がばらばらになり、最終的に自らも疲弊して

いくことが危惧されます。 

そのような中で、長いこと日本の中で行われてき

た、職場や地域社会における技術や文化の伝承、

発展は、社会の構造自体の大きな変化に伴い非

常に大きな課題になっていると考えます。 

先日、聖路加国際病院副院長・小児総合医療

センター長 細谷亮太さんの講演を伺いました。細

谷さんはご専門の小児がんの治療において、トータ

ルケアに取り組んでいる。死の危機に常に向き合っ

ている子どもたちやご家族に対して、心のケアから

経済的な問題に至るまでトータルにケアして、子ど

もたちの心の声を聴きながら対話し、ご家族に安心

のメッセージを渡しながら取り組んでいらっしゃること

に感銘を受けました。 

また、お話の中で紹介された２００６年の人口動

態統計では、２０～２４歳までの死因の１位が自殺、

１５～１９歳では自殺が２位、１０～１４歳では３位と

なっており、大変深刻な事態だと感じます。 

 

いきいきサロン ぺあもーるでオープンサロン （０９．７．１１） 
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地域社会にきずなを感じられることも大変重要で

す。帰属意識、有用感～自分が必要とされている

という感覚、自己肯定感は、人が生きていく上で欠

かせないものです。市民生活は縦割り、或いは、子

どもや高齢者といったライフステージで切り分けるこ

とはできません。全てがかかわり合い、繋がり合って

いるのです。 

特に、世代間の絆づくりは大変重要だと思います。

高齢者と子どもの一体化、子どもを育てる力を結集

していくことも大切です。また、地域での生活をサポ

ートするには、フォーマル（公の）・インフォーマル

（公でない）のサービスをうまく連携していくことが必

要です。 

７月１０～１３日にはぺあも～る商店街でオープ

ンサロンが開かれました。普段は志木二小教育福

祉ふれあい館で活動しているいきいきサロンの方々

が、ぺあも～るの空き店舗を活用して、大変積極的

にいきいきと活動されていました。 

まさに、世代間或いは多様な共生で、障がい者

の作業所の方々が手づくりクッキーを売っていたり、

高齢者の方たちは楽しく健康マージャン、ダーツ、

囲碁、歌声サロン、落語を聞く会等、よりどりみどりで

す。ご家族連れで入ってこられ昔の遊びをやったり、

子どもたちの工作クラブ等、小さな共生社会、地域

の融合がそこにあると感じました。 

また、話し相手ボランティア「語楽の会」（申し込

み・お問合せは志木市社会福祉協議会ボランティ

ア・市民活動センター４７４－６５０８）の方々も一緒

に活動されていました。社会福祉協議会が年７回

にわたる研修を毎年行い、３年で５５名の傾聴ボラ

ンティアが養成され、活動されています。 

そのうち３６名が「語楽の会」として、志木二小教

育福祉ふれあい館や宗岡小ふれあいサロン、グル

ープホームみんなの家・志木柏町、デイサービスセ

ンター大樹、デイサービスセンターブロン等に出向

いて、一人ひとりの高齢者のお話をお聴きする。「お

話しができない方は、じっと手を握っているだけでも

スキンシップでいいのよ」ということです。 

施設では、どこも人手が限られており、ボランティ

アしか話し相手がいないと介護者から聞いていたの

で、ありがたいことです。 

また、ケアマネジャーが地域包括支援センターに

連絡し、語楽の会を紹介、一人ひとりのニーズに合

わせてご自宅を訪問し、じっくりお話しを伺うといった

活動もされているそうです。 

公的なサービスだけでは担えないところを社会福

祉協議会や市民団体が協力し、それぞれの「して

ほしいこと」と「出来ること」をうまく繋いでいくこのよう

な取り組みも、いろいろな形で広げていきたいと考え

ます。 

 

また、現状の地域コミュニティを発展させて、地

域社会における新たなコミュニティを再生していく。

市民協働運営会議の提言書にもありましたが、町

内会を基盤にしながら、校区単位の地域のしくみづ

くりも、コミュニティの再生自立向けて考えていく必

要があります。 

 

さらに、協働のあり方については多様性が必要で

す。民間と民間、民間と行政など協働の多様性の

中で、例えばいきいきサロンのように、民間事業者・

行政・社協等とうまく連携、コラボレーションしながら、

みんなで目的に向かってお互い汗を流し、知恵を

出し合っていきたいと感じます。 

 

それらを大きく支えていく市の組織のあり方は非

常に重要です。志木市という使命、ミッションを持っ

た、一つの体としての組織でありたい。 

市長のことをトップと言われますが、市長だけが

頭で職員の皆さんが手足ということではないと思い

ます。知恵を出し合うところは市長も含めて、みん

なでやっていきたいと思いますし、より一層それらが

活発になされる組織でありたいと思います。 

能率・効率だけでは測れない人の価値。一人ひ

とりがチームの中でなくてはならない存在ということ

を互いに認め合っていく。７万人の市民を支えていく

には、支える組織も、どんな人にも光を当てることが

できる集団としての組織でありたいと思います。 

すべての人の良さを見出し、力が発揮できる組

織であれば、市民にもそのように向けていくことがで
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きるでしょう。人を大切にできる組織は市民を大切

にすることができると思います。 

「大切にする」ということですが、私は、人を信じる、

信じられることだと思っています。 

「信じる」ことは、例えば市民と行政の関わりであ

れば、単に「何もかも市民の言うとおりです」とは違う

と思います。しっかりと信頼関係を持てるからこそ、

そこに責任もあるし、お互いに切磋琢磨して対等に

ものを言っていくこともできる。そこに、真の協働の

基盤があると私は考えます。 

行政の方々はそれぞれ行政のスペシャリストであ

ると同時に、人間としてのゼネラリストでありたいと、

細谷亮太さんのお話を伺って、私は心から深く感じ

させていただきました。私もそのように努力していき

ます。 

 

長沼明市長からは、「議員のご提言のように、人

を育てることの重要性、地域社会における人と人の

つながりを深めることの重要性、さらに地域社会の

再生についての重要性については、私も全く同感で

あります。 

市では、志木市人材養成基本方針に基づき、職

員の人材育成に当たっては、市民に信頼され、市

民と協働し、自ら磨き、地方主権のまちづくりを推進

する職員の育成に取り組んでいます。 

また、２期目のマニフェストに掲げたまちづくりのス

ローガン、健康・医療・福祉都市構想を実現するた

めにも、保健・医療・福祉の関係者と地域社会が一

体となり、人に優しく、お互いに支えあわなければ達

成することはできないと考えています。｣との答弁が

ありました。 

市長のマニフェストを推進していくことはもちろん

ですが、日々の窓口業務、或いはフィールドワーク、

市民とのコミュニケーションや、地域の中での取り組

みが非常に大切です。現場を知らない人にマネジメ

ントはできません。その中で、個々の課題を見出し

議論して政策・立案につなげていくことが大変重要

です。現場重視の取り組みを求めました。 

 

 

■ 環境行政について 

～環境基本計画、自然保全再生計画等～ 

３月末に第二期志木市環境基本計画が策定さ

れましたが、市長からの委嘱を受けた環境市民会

議（公募の市民を含む）の皆さんが素案を作成し、

環境審議会でも何度も議論されてきたにもかかわ

らず、最終段階になって自然環境の領域が突然外

され、環境市民会議メンバーには何の連絡・相談も

無く、出来上がった冊子を見てそのことを知るという

問題が発生しました。環境面からも市民協働のあり

方からも放置できないので、市民生活部長に伺い

ました。 

小山部長は「環境という横断的な計画であっても、

おのずとその範囲は限定される」とのことで、自然環

境については自然保全再生計画（２００２年３月）、

公園・緑地等については緑の基本計画（２００１年３

月）で進めるということのようですが、自然保全再生

計画については昨年実施した公共事業に関わる検

証もいまだに行われておらず、緑の基本計画に至

っては市民協働で策定したものの、行政としての進

行管理すら行われていない状況です。 

市民はそういった状況も踏まえて、自然環境とい

う範囲の中で、着実に地道に推進していこうと、行

政とともに素案づくりに取り組んできたということで

す。 

 

志木市では穂坂市長時代に市長の思いもあり、

環境基本計画とは別に自然保全再生計画を策定

しましたが、志木市とＩＳＯ１４００１に替わる相互環

境監査を行っている新座市では、自然再生に関わ

るミティゲーション（回避、最小化、代償）等につい

ても環境基本計画の中に位置付け、進行管理につ

いてはＰＤＣＡ～プラン、ドゥー、チェック、アクション

のマネジメントサイクルで、審議会や市民からの意

見公募も含めて組織的、システム的に取り組まれ

ているようです。 

こうした点についても日常的に調査・研究を行い、

２００９年 ７月 議 会  一 般 質 問 より 
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最初の段階で市民と議論し、組み立てていくべきで

はなかったか。積み残されている緑の基本計画を

含め、どのように志木市として環境を守るという社会

的責務を果たしていくのか、市民・行政とともに考え、

提言を続けていきます。 

 

 

■ 福祉政策について 

～子どもと高齢者の共生～ 

子どもと高齢者の共生についての視点を持って

今後の行政に取り組んでいただきたいとの趣旨でと

りあげました。 

 

先日、近隣市で実践されている現場を視察しま

した。社会福祉法人が経営する保育園に地域子育

て支援センター（市委託）、老人デイサービスセンタ

ー及び指定居宅介護支援（ケアマネジメント）事業

所を併設、市の委託事業として配食サービスもされ

ていました。 

朝行くと、清掃は本来シルバー人材センターの

方が入っているということですが、職員が一生懸命

拭き掃除をされていました。ちょうど七夕の日だった

ので、９０名の園児と１７名のデイサービスのお年寄

りの皆さんが一緒になってお誕生日会と七夕会をさ

れて、お年寄りの皆さんは自然に小さい赤ちゃんを

抱っこされ、柔和な優しい表情です。全盲の方や聴

覚がご不自由な方もいらしたのですが、全くそういう

ことを感じさせない、言われなければ気付かないくら

い、生き生きと活動されていました。 

園児の方々も、心なしか非常に落ちついて、情

緒が安定している感じを受けました。 

日常的に多様な世代の方々と家族のように暮ら

していることで、「お年寄りってこんなに知恵がある

のか」そして、「お年寄りってこんなに体が弱いのか」

ということも、子どもたちは自然にわかっていくと、デ

イサービスの所長がおっしゃっていました。 

併設のきっかけも実に自然で、毎日散歩がてら

保育園に子供たちの様子を見に来る近隣のお年寄

りに、中にどうぞと座布団やお茶を出して、サロンの

ようにお年寄りが来るようになり、こうした日常的な

触れ合いもできるように地域のニーズに応じて老人

デイサービスを開始した。居宅介護支援事業所で

は、志木市の介護保険の認定調査も受託されてい

るとのことで、ありがたいことです。 

地域子育て支援センターに来られている親子も

七夕会に足を運び、園児やデイサービスの皆さんと

一緒に交流されていました。 

これからのあるべき子育て支援や共生の、社会

におけるあり方を感じさせていただきました。 

尾崎健康福祉部長からは、「現状でも志木二小、

宗岡小における生きがいサロン事業での子どもたち

との交流をはじめ、保育園では地域の高齢者施設

との連携による世代間交流事業を行っている。 

今後も、高齢者施設については介護保険事業

計画の基盤整備の中で、子どもの施設については、

民設民営による新たな保育園の整備を促進する中

で、子どもと高齢者が生き生きと交流できるような

環境整備についても留意していきたい。」との答弁

がありました。 

今年も、市は認知症高齢者のためのグループホ

ーム１ヵ所、小規模多機能生活拠点１ヵ所を公募

しましたが、応募はありませんでした。再三提言して

いますが、特に小規模多機能生活拠点については

単独では成り立たないのです。ですから、和光市な

どでは知恵を絞って、老人福祉センターと一体で運

営するようにしています。 

デイサービスや居宅介護支援事業所についても、

単独で用地や建物を確保し経営するのは、限られ

た介護報酬の中で困難を極めており、介護職員も

定着しないなど社会全体の課題です。民間にお任

 

保育園とデイサービス 一緒に七夕会 （０９．７．７） 
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せではなく、民間の事業者が採算性も含めて事業

として成り立っていくように、その中で、よりよいサー

ビスを市民に提供できるようにといった視点をしっか

り持ってマネジメントしていただきたいと提言しまし

た。 

 

 

■ 図書行政について 

～市民、地域社会とともに歩み発展する 

図書館、図書サービスをどうつくっていかれるか 

柳瀬川図書館の指定管理者制度については

様々なご意見が寄せられています。「指定管理者

制度にした場合のメリットとデメリットは何なのか。」ま

た、「サービスの向上って何なの？従来の休館日を

開館することがサービスの向上とはいえないでしょ

う。」さらに、「戦前・戦中という時代を生きてきた中

で、守秘義務についても非常に心配がある。心の領

域に図書サービスというのは踏み込む部分である

から。」 

また、「協働の基盤が無いところに、図書館の存

在の意義や意味を市民が充分理解できていない

状況下で、いたずらに経費節減のために進めること

は問題だと考えます。（社）日本図書館協会の見解

や、他市町村での民営化に関する議論などをよく

噛み締めて取り組む課題だと考えています。」 

重要なことは、このような様々な市民の方々の思

いをしっかりと酌みとって議論の中に反映し、位置

付けて、市民への説明責任を果たしていくことだと

考えます。 

今議会では白砂教育長から「指定管理者制度

については図書館協議会に諮り、委員の方々の中

で議論をしていただく。」また、内田教育委員会委

員長からは「図書館協議会での議論を踏まえて教

育委員会でも改めて議論、検討させていただきた

い。」との主旨が明らかにされましたので、ぜひ、多

様な意見を議論に反映していただきたいと思いま

す。 

図書館協議会には校長会、小中学校図書主任

会の代表、地域の様々な関係者に加えて学校図

書相談員、市内のよみきかせ、おはなしボランティ

ア等、現場で熱心に活動されている方々にも入っ

ていただく準備をすすめていると聞いていますので、

活発な議論を期待し、見守っていきたいと思いま

す。 

 

柳瀬川図書館は市民とともに創り育ててきた地

域の大切な公共施設であり貴重な社会資源です。

様々なサービスの運営に市民がかかわり、地域の

資料や情報の拠点としての役割はもとより、少子高

齢化が加速しているこの地域を支える重要な公共

施設であると認識しています。 

私も出席させていただきましたが、６月２０日に志

木市子ども読書活動推進計画策定市民フォーラ

ムが開かれ、市民からは沢山の質問、ご意見が寄

せられて、熱心な議論が行われました。子どもの読

書活動推進計画の施策の推進や、図書館のこれ

から果たす役割や発展を市民とともに考えていくこ

とが、市民と協働する図書行政、図書サービス、図

書館の運営、ひいてはまちづくりにかなうことだと考

えます。 

フォーラムでは指定管理者についての質問も多く

寄せられ、講師の坂部先生からは、いずれにしても

それまでの行政で行っている図書サービスがどのよ

うなレベル、水準であったかが重要になってくるとい

うご指摘がありました。 

従来、図書に関わる多様な関係者が連携を図ろ

うとしても、一緒になって取り組める機会がなかった

との意見も聞かれ、図書行政にかかわる方々、学

校関係者、ボランティアや市民の皆さんが一緒にな

って、この子ども読書活動推進計画をきっかけに、

子どもを取り囲んで連携していかれるチャンスと感じ

ています。 

白砂教育長からは「この計画をよりよいものにして

いくため、市民フォーラムで出された意見や提案等

を参考にするなど、今後とも市民の理解を深めつつ、

本市の教育の発展と文化の向上に努めていきた

い。」との答弁がありました。 

指定管理者も含めて、全体として市民の理解と

協力を得ながら一緒に取り組んでいく姿勢と受けと

め、今後も注目していきます。 
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● 天 田 いづみの活 動 日 誌 （主 なもの） ・・・・・・・・・・・・・・・ 

３月７～８日 

 

１３日 

１４日 

２０日 

２２日 

 

２４日 

２７日 

 

４月７日 

８日 

９日 

 

 

 

１０日 

 

１２日 

２１日 

２４日 

２６日 

２７日 

 

５月２日 

 

 

４日 

７日 

８日 

９日 

１１日 

１２日 

１３日 

 

１４日 

２３日 

 

２８日 

３１日 

第１回総合福祉センターまつり 

ひなまつり展（郷土資料館） 

議会改革に係わる議員懇談会 

志木二中卒業式 

新座自然宿２０周年記念パーティ 

志木二中定期演奏会 

天田いづみのティータイム 

志木二小卒業式 

朝霞地区一部事務組合議会、平成２０年度高機能消防指令センター総合整備事業完成記

念報告会 

宗岡公民館 （財）志木市文化スポーツ振興公社 佐藤秀世館長と懇談 

志木二中入学式 

志木二小入学式 

老後を快適にくらす会 懇親会 

ダイエー志木店 玉木店長と駐輪システムについて懇談 

地域包括支援センター 柏の杜訪問 

「認知症の人の心を感じてみませんか」認知症サポーター養成講座（地域包括支援センター

せせらぎ） 

志木市社会福祉協議会法人化３０周年記念式典「支え合いのあるまちづくり」北野大さん 

志木四小加賀校長より教育活動について伺う、視察 

臨時議会…宗岡二小、志木二中校舎耐震補強等工事請負契約の締結について等 

長沼市長市政報告会（長沼明を支持する百人の会） 

志木四小もくせい会総会 

ニュータイムス社５周年記念祝賀会 

志木市立市民病院「総合健診センター」内覧会 

アフターファイブプラス（２１しき市民会議５期） 

がん講演会「大丈夫だよ、がんばろう：」～乳がんを乗越えてステキに生きる～山田邦子さん 

市民体育館交差点付近街路灯等点検 

福祉センター介護予防筋力トレーニングマシン体験 

「振込め詐欺に遭わない為に」朝霞警察署生活安全課 吉冨智子さん(とちの樹会体操サロン) 

環境デー クリーン作戦 地域のごみ拾い 

パピヨン定例会でお話（福祉センターにて） 

子ども医療費について市民と懇談 

心の安全週間講演会「介護者のこころのケア」～認知症高齢者の介護を支える～和光病院院

長 斎藤正彦さん（健康づくり支援課） 

特別養護老人ホーム あったかの家見学、昼食試食（老後を快適にくらす会） 

介護予防講演会「指さきをつかった健康法を学んでみませんか！！」健康生活研究所所長 

堤喜久雄さん（高齢者ふれあい課） 

臨時議会…志木市職員の給与に関する条例等の一部を改定する条例 

NPO 法人 志木市精神保健福祉をすすめる会総会 
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６月７日 

１４日 

１６日 

１８日 

２０日 

２１日 

２２日 

 

２３日 

 

２６日 

２７日 

３０日 

 

２９日～７月１６日 

７日 

 

 

１１～１２日 

 

１４日 

 

１５日 

１７日 

 

１８日 

２１日 

２２日 

市長選挙告示 選挙運動…長沼明市長無投票当選 

オール志木ウインド 第１１回定期演奏会 

議会運営委員会…参考人として議会改革提言について説明、質疑を受ける 

志木二小及び志木四小通学区域変更案について教育委員会より中間報告を受ける 

志木市子ども読書活動推進計画策定市民フォーラム 坂部豪さん他 

第３回アフガン女性支援チャリティコンサート（風の会） 

全国友の会創立８０周年記念愛読者会「優しさはどこから」―子どもの今を大切にー聖路加国

際病院副院長・小児医療センター長 細谷亮太さん 

認知症予防セミナー 地域包括支援センター「柏の杜」・介護支援専門員 平岡睦美さん 

（第二福祉センター） 

朝霞地区一部事務組合議会…職員給与改定議案等 

長沼市長 二期目の政策マニフェスト発表市政報告会（長沼明を支持する百人の会） 

家族介護教室「高齢者・認知症の方の心を感じてみませんか？」介護に関する意見交換会、

高齢者・認知症疑似体験（地域包括支援センター せせらぎ） 

議会定例会 

近隣市で社会福祉法人が経営する保育園、併設されている地域子育て支援センター・老人デ

イサービスセンター・指定居宅介護支援事業所視察 

自然再生平成２０年度工事分 中宗岡５丁目雨水排水路視察 

いきいきサロン ぺあもーるにてオープンサロン…工作クラブ／むかし遊び、語楽の会話し相

手ボランティア、手芸教室等 

家族介護者教室「認知症高齢者の介護と家族会の取り組み」NPO 法人暮らしネット・えん代表

小島美里さん（地域包括支援センター 柏の杜） 

NHK 教育テレビカラフル！「千恵ちゃんのまいにち日記」拝見 

志木小学校終業式から全クラスの教育活動、養護教諭２人体制の保健室等視察 

家族の介護について、市民と地域包括支援センター柏の杜 花井看護師に相談 

天田いづみのティータイム 

館第三公園・西原斜面道路間の市道１０１７号線 道路公園課と現地調査 

志木市教職員研修会「精神保健の問題を抱える保護者の理解と対応」埼玉県精神保健セン

ター 守屋明子さん（臨床心理士） 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

■ ダイエー志木店に駐輪システム 

７月１８日からダイエー志木店で３時間まで無料

の駐輪システムが稼動しています。お買物に限らず

誰もが利用できます。（３時間を超えると７時間毎に

１００円） 

ダイエー周辺の放置自転車対策も考え３５０台

分設置していただき大変ありがたいのですが、残念

なことに肝心の利用者が増えず、ダイエー側でも心

を痛めています。 

歩道にも車道にも相変わらず放置自転車の列、

一刻も早くこの光景を無くしたいものです。 

事故防止や災害時の安全のためにも、せっかく

設置された駐輪システムを皆で利用しましょう！！ 

 

ダイエー駐輪システムと放置自転車 （０９．８．２０） 
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■ 認知症サポーターになりました 

志木市地域包括支援センター せせらぎ主催の

「認知症の人の心を感じてみませんか」（認知症サ

ポーター養成講座）を４月１０日受講しました。「認

知症の人を応援します」という意思を示す「オレンジ

リング」をしていますので、どうぞお声をかけてくださ

いね。 

 

 

■ 高齢者・認知症疑似体験をしました 

６月３０日にいろは遊学館で地域包括支援センタ

ー せせらぎが開催した「家族介護教室」で、千葉

県福祉ふれあいプラザ介護実習センターによる「高

齢者・認知症疑似体験」に参加しました。「高齢者

疑似体験」では、重い装備をつけ、杖をつきながら

歩き、足がうまく上がらず転倒しやすいことを体験。

指先でお金がうまくつかめず、その上白内障が進行

した想定で黄色いゴーグルをかけているので、５円

玉と５０円玉の区別が全くつきません。財布からお

金を一つひとつ出すだけで時間がかかり、レジの後

に並んでいる人に迷惑だと焦るほど、頭も混乱して

きてパニックに・・・情けなくて悲しくて、泣きたくなる

気持ちです。 

ゆっくり待ってさしあげる。「何かお困りですか？」

とやさしく声をかける。 

私は今まで「大丈夫ですか？」と声をかけていま

したが、「それでは遠慮してしまいます」とのアドバイ

ス。数年前に自転車で転倒、同様に声をかけられ

た時、骨折してうずくまりながらも、「大丈夫です」と

言ってしまった自分を思い出しました。 

「声のかけ方一つも相手の気持ちになることが大

事なんですね」と、疑似体験の体験談を話すと皆そ

う言ってくれて、志木市の市民や職員の心の温かさ

を感じました。 

超高齢社会に向け、体験活動も学校、地域に広

げていきたいです。 

「認知症疑似体験」では、「徘徊し、知らない場

所で家に帰れなくなってしまった私」をバーチャル

体験しました。意識もあり、一番不安で混乱するの

が本人なのです。認知症サポーター養成講座等で

理解者を地域に広げ、街の誰もがやさしく声をかけ

られる志木市になっていきたいと痛感しました。 

 

ティータイム 

１０月１７日（土） 

午後 ２:００～４:００ 

柳瀬川図書館２階視聴覚室 

「志木市地域包括支援センター せせら

ぎ」所長の飯田敦さん（ケアマネジャー、介護

福祉士）をお招きし、介護予防・認知症ケア

等について、現場での経験を通してお話しし

ていただきます。 

飯田所長は手づくりの「福祉劇」や認知症

サポーター養成講座の講師をはじめ、地域で

頼りにされるチーム「せせらぎ」のリーダーとし

て大活躍されています。特別養護老人ホー

ムやグループホームのホーム長も経験されて

います。 

どなたでもお気軽にご参加下さい。 

 

 ** これまでの活動とその成果は！！** 

天田いづみのホームページでご覧下さい 
 

 

高齢者疑似体験 （０９．６．３０） 


